
研修委員会

ビジネス情報分野 報告

令和４年３月４日（金）

兵庫県立神戸商業高等学校 末廣 哲哉



報告内容

・３年間の研修報告

・ＢＹＯＤ

・令和４年度

新教育課程



①情報教育講習会（夏季）
日 時 ： 令和元年８月８日（木）・９日（金）

場 所 ： 神戸電子専門学校

内 容 ： ①教員・生徒向け講座（参加者１８名）

「情報処理技術者試験 学習講座」

②教員向け講座（参加者１７名）

「プログラミング実習（Java）講座」

講師 神戸電子専門学校 高橋 保司 氏



情報処理技術者試験 学習講座
・ITパスポート試験講座

→各分野ごとに、要点をしぼって講座終了後も自ら学習を
進めていけるように基礎的な知識の習得と学習方法につ
いて講義を行う。

・基本情報技術者試験講座

→午後問題のネットワーク、セキュリティ、データベース、ア
ルゴリズムを中心に基礎的な知識の習得と学習方法につ
いて講義を行う。



プログラミング実習（Java）講座

① Java言語について

② 実習 Java言語でのプログラミング

③ プログラミングの指導について



②情報教育講習会（夏季）
日 時 ： 令和２年８月１８日（火）・１９日（水）

場 所 ： 県立神戸商業高等学校

内 容 ： 生徒向け講座（参加者２０名）

「情報処理技術者試験 学習講座」

講師 兵庫県立神戸商業高等学校

鬼頭 妙子・末廣 哲哉



情報処理技術者試験 学習講座
・ITパスポート試験講座

→各分野ごとに、要点をしぼって講座終了後も自ら学習を
進めていけるように基礎的な知識の習得と学習方法につ
いて講義を行う。

・基本情報技術者試験講座

→午後問題のネットワーク、セキュリティ、データベース、ア
ルゴリズムを中心に基礎的な知識の習得と学習方法につ
いて講義を行う。





③兵庫県商業合同研修会
日 時 ： 令和２年１２月１９日（土）

場 所 ： 神戸市産業振興センター

内 容 ： 教員向け講座（参加者１３名）

「Micro:bit」

講師 県立神戸商業高等学校

鬼頭 妙子



新教育課程

令和２年度 小学校 プログラミング教育の必修化
令和３年度 中学校 技術科にプログラミング教育
令和４年度 高等学校 情報科にプログラミング教育

令和４年度 高等学校 情報処理にプログラミング教育



ｍｉｃｒｏ：ｂｉｔ
① 基本操作の説明
② プログラミングサイトの操作方法
③ 実習 「アイコンの表示」
④ 実習 「ボタンの利用」
⑤ 実習 「温度計の作成」
⑥ 実習 「方位磁石の作成」
⑦ 実習 「じゃんけんゲーム」
⑧ 実習 「数字あてゲーム」



・ビジュアルプログラミング



・JavaScript





micro:bitでプログラミング



④情報教育講習会（夏季）
日 時 ： 令和３年８月５日（木）・６日（金）

場 所 ： 県立神戸商業高等学校

内 容 ： ①教員・生徒向け講座（参加者２３名）

「情報処理技術者試験 学習講座」

②教員向け講座（参加者３７名）

「GoogleWorkspace,Office365（1日目）」

「新教育課程に伴う情報処理検定改訂について」



情報処理技術者試験 学習講座
・ITパスポート試験講座

→各分野ごとに、要点をしぼって講座終了後も自ら学習を
進めていけるように基礎的な知識の習得と学習方法につ
いて講義を行う。

・基本情報技術者試験講座

→午後問題のネットワーク、セキュリティ、データベース、ア
ルゴリズムを中心に基礎的な知識の習得と学習方法につ
いて講義を行う。





ＢＹＯＤ（１人１台端末）



Ｏｆｆｉｃｅ３６５

① Ｏｆｆｉｃｅ３６５について
② 教育現場での活用例
③ 実習 「Teams」の利用
④ 実習 「Forms」の利用
⑤ 実習 「Power Automate」の利用



・Office365



・Office365



・Office365



Google Workspace

① ログインとアカウントの追加
② 実習 Classroomの利用
③ 実習 「Form」の利用
④ 実習 「Meet」の利用





情報処理検定の改定について

① 出題形式の変更点
② ３級「トレース」 サンプル問題の解説
③ 実習 マクロ言語
④ 実習 流れ図を利用したマクロ言語



出題形式の変更点



分割



出題形式の変更点

•共通第３級について

［４］ を ［４］問１～問５

［６］ に 「流れ図（トレース）」を出題

［５］問１～問２







条件分岐



繰り返し（ループ）



出題形式の変更

•プログラミング部門第１級について

［４］流れ図 → マクロ言語



Sub Program1(Kei() As Long, n As Long)

～（省略）～
For g = n - 1 To 1 Step -1

For h = 0 To g - 1

If         Then
Hoz = Kei(h)

Kei(h) = Kei(h + 1)

End If

Next h

Next g
～（省略）～

End Sub

⑴

⑵

＜第60回【４】問１の例＞ 解答箇所は現行と同様
→ 記号選択でアルゴリズム部分を問う



出題形式の変更

•プログラミング部門第２級について

［４］ トレース → マクロ言語



Sub Program1()
～（省略）～
a = Val(InputBox(""))
q = Int(a / 2)
r = 1
Do While r <= q

r = r * 2
Loop
b = 0
Do While r > 0

If a >= r Then
b = b * 10 + 1
a = a – r ㋐

Else
b = b * 10

End If
r = Int(r / 2)

Loop
MsgBox (b) ㋑

End Sub

⑴ ａ の値が 26 のとき，㋐の処理を2回目に実
行したあとの ａ の値を答えなさい。

⑵ ａ の値が 26 のとき，㋑で出力される ｂ の
値を答えなさい。

＜第60回【４】の例＞
出題方法は現行と同様
→ トレースによる変数の値などを問う



出題形式の変更点

•プログラミング部門第１級、第２級について

［７］ プログラム（記述）

→ 流れ図（複数記号選択）



※ループ始端例

解答 ⑸❶キ ❷ク
（すべてができて正答５点）

・解答群「ア」～「ト」の最大20択
・カタカナの誤記や判別不能にご注意ください。
「シ」と「ツ」， 「ク」と「ケ」， 「チ」と「テ」など



マクロ言語講座

•マクロ機能の作成方法

•流れ図を利用したマクロ学習

•マクロ言語の応用



マクロ言語講座



マクロ言語講座



マクロ言語講座



情報教育講習会（夏季）
• 日 時 ： 令和４年３月２日（水）

• 形 式 ： Ｚｏｏｍによるオンライン講義

• 内 容 ： 教員向け講座（参加者２０名）

講義

「 ニューノーマル時代を生き抜く為のITと

IT業界の求める人財」

「日東コンピューターサービス株式会社が

実施している社内教育」

講師 日東コンピュータサービス株式会社

取締役 開発部門管掌 石田 一成 氏

西日本事業本部 姫路事業部 上村 友耶 氏



ご清聴ありがとうございました


